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多くの人が健康に強い興味を持つ今日、書籍や新聞、放送、インターネットでも様々な健康情報が流されています。図書館ではそれらの健康情報を素人判断してはいけないながら、提供する資料･情報として評価し,選択しなければならないジレンマを抱えています。健康情報をどのようなポイントで評価するのか,ベテランの医学図書館員が具体的に解説します。

　そして公共図書館だけでなく、後方支援する医学系図書館はどのようにサポートできるでしょうか。一緒にグループワークをし，情報交換しながら考えてみませんか？
公共図書館、医学図書館、病院図書館など館種を超えたご参加をお待ちしています。 
2008年９月19日（金） 13：30～16：30

会 場：兵庫医療大学 　Ｍ棟1階　Ｍ108号室
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住所：神戸市中央区港島1丁目3番6

氏名・連絡先住所・電話番号・メールアドレス・所属を明記してください。 

     Fax:03-3523-0841 

（郵便・電話での申込はお受けできません。） 

 Email: kenko@jla.or.jp
日本図書館協会健康情報研究委員会
申込・問合先 

定  員：　６０人
資料費：５００円 

テーマ：『健康情報を評価する』
13：00 - 受付 

13：30 –｢健康情報を評価する｣
　　 　　　講師：諏訪部直子氏（杏林大学医学図書館）
14：50 – 講演・質疑
15：00 - 　　休憩
15：10 - グループワーク・ディスカッション

　　　　　　 （ウェブサイト、新聞記事の評価演習を含む）

15：50 - 全体を通しての質疑
16：00 - 兵庫医療大学図書館見学
　　　　　　 （担当：兵庫医療大学 井出唯敬氏）
16：30 - 終了予定
交通アクセス： http://www.huhs.ac.jp/access/index.html

申込締切


９月１２日


*定員になり次第締切ります





☆講師紹介　諏訪部直子氏（杏林大学医学図書館）


諏訪部氏は「患者/家族のための良質な保健医療情報の評価・統合・提供方法に関する調査研究班」（平成16年～18年度厚生労働科学研究 主任研究者：緒方裕光）等で研究を行っており、健康情報の評価に詳しい。�現在、日本医学図書館協会教育･研究委員会委員長。








※お申込の際に記入いただく個人情報は企画運営の参考にするほか今後研修等の情報の提供を除き利用・公表することはありません。











